
Photogr aph for：

パンチカードシステムを導入
2年におよぶ準備とテストを経て、1955年か
らPCSが本格稼動した。事務の機械化はこ
こから始まった。

Photogr aph for：

ユニバック 1004を導入
小型電子計算機を導入し、カード処理の迅
速化を図った。また、正確度の高い事務機
「フレクソライター」なども組み入れている。

Photogr aph for：

ユニバック OUK 9300を導入
当社初のコンピューターを導入。大量デー
タの高速処理が可能となり、事務処理能力
が大幅に増大した。

情報化時代の幕開け
高度経済成長期、当社は生産設備の合理化、近代化とともに「事務機械
化」に着手します。まず導入したのは、情報システム化への第一歩ともい
えるPR式パンチカードシステム（PCS）。京都では最も早い導入でした。

　当社が事務機械化の準備を始めた

のは、1953年のこと。京都では最も

早い着手でした。翌年には米国RR社

（レミントンランド社）の統計機械を導入

し、約1年の試験期間を経て、パンチ

カードシステム（PCS）による販売関係

の事務機械化を実現。原料購買事務、

棚卸資産事務、生産企画事務、売上

高および売上損益計算事務、固定資

産事務、手形関係事務および販売、生

産、人事統計事務などの業務を、人間

よりも正確に、かつ迅速に処理できる

ようになりました。

　この先駆的な統計機械の導入が、そ

の後のコンピューター導入や、情報シス

テム構築をスムーズにし、今日に至るこ

とは、言うまでもありません。

　当時の事務機械化を進めた理由に

ついて、第一工業製薬八十年史はこう

記しています。「企業規模の拡大にとも

なう事務量の増大に対処し、日常、機

械的に行われている単調な事務作業

から人間を開放し、人間を『判断し』『考

える』仕事により多く力を注がせようと

いう方針で（中略）準備を進めてきた」。

　高度経済成長の時代でありながら、

単に効率化を求めたのではなく、人間

の判断力や考える力を生かすためだっ

たのです。この70年も前の着想と、現

代のAI導入の目的がまったく同じであ

るところも、非常に興味深いところで

す。現在も進行中の当社の業務効率

化。情報処理やデータ通信などの技

術が飛躍的に進展しても、その根本に

貫かれる考え方は変わりません。

人間が「判断し」
「考える」ために
事務機械化を推進

1953年、RR社のPCSユーザーが集まり「レムラ
ンド研究会」を結成。国鉄や保険会社などから参
加した5人が幹事となり、業界の垣根を越えて情
報交換や勉強会を催した。ほどなくして第一工業
製薬も幹事として研究会に加わる。その後、幹事
企業はアドバイザリー的な役割を求められるよう
になり、日本における情報システム化に寄与して
いく。

出典：1950年代のレミントンランド社のパンチカードシステム〜ユ
ニバック関係の広告

事務管理 創刊号（1962.11 日刊工業新聞社）、表紙の写真にユニ
バック 1004が使われている
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環境負荷低減への取り組みで  
バイオマスのニーズが拡大

　近年、CO2濃度の増加による気候変

動や海洋汚染に代表されるような環境

汚染への取り組みが重要視されていま

す。SDGsの観点からも再生産可能かつ

生分解性を持つバイオマスの有効利用・

高度利用の拡大が急がれています。バ

イオマスの中でも、植物由来のセルロー

スは古より衣食住において利用されて

おり、人類にとって一番身近な存在です。

その新たな高度利用の一つとして、セル

ロースナノファイバー（CNF）が注目されて

おり、社会実装のために世界中の大学や

企業において、基礎研究から応用開発ま

で盛んに行われています。

　当社では、製品名「レオクリスタ®」とし

て2013年より製造販売しており、イン

ク・化粧品・セラミックスなどの用途で

ご使用いただいています。

　一方で、一般的なCNFは濃度2%以下

で製造することが多く、コストはもちろ

ん、製品含水量の多さから配合処方に

制限が出るなどの課題がありました。低

コスト化や製品濃度アップを求める声は

多く、さらなる利用拡大にはそれに応え

る必要がありました。

「レオクリスタクロス」の  
開発と特長

　これらのニーズに応えたCNFを供給

するために、製造方法および製品形態

の見直しを進め、製品中のCNF濃度を

既存品の3倍である6%まで高濃度化し

た「レオクリスタクロス」シリーズを開発

しました 図1 。さらに本開発品は、 表1

に示すように、レオクリスタの特長であ

る“チキソ性”、 “乳化・分散能”、 “補強性

能”などの優れた機能を維持しています。

これはレオクリスタと同程度のCNF濃

度で実現できるため、製品としての添加

量を減らすことができます。それにより、

課題であったCNFの使用コスト低減や、

水分持ち込み量低減により配合処方の

自由度が高まります。

　今後もお客さまのニーズに応えた

CNFを提案することで、その利用を拡

大させていきます。また、バイオマスの

高度利用をキーワードに、CNFに限ら

ない製品開発も進め、社会課題の解決

に貢献します。
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最終的に、より多くの人々が 
環境に配慮した製品に
容易にアクセスできるよう
まず、コスト低減に努めます。

表1  性能比較

図1  レオクリスタクロスの外観

評価項目 製品濃度 
（wt%）

0.2%分散液物性 レオロジー特性
乳化・ 
分散能

フィルム
補強 
性能粘度

（mPa・s）
透明度
（%T）

沈降抑制
（%） チキソ性 引張強度

（MPa）

レオクリスタクロス 6 410 38 0.1～0.2 ＋＋＋ ＋＋ 170 ＋＋

レオクリスタ（ 既存品 ） 2 980 96 0.1 ＋＋＋ ＋＋ 200 ＋＋

環境意識の高い製品
を作りたいが、そのよ
うな素材はしばしば高
価であり、なかなか製
品化に至らない。

環境配慮型の製品開発ニーズを生かしたい

case study

低コストなCNFの提供
で、予算に制約のある場
合でも、環境保護に貢献
できる製品の積極的な
開発が可能に。

※  ＋＋＋：優　＋＋：良　＋：可
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